
2012年度第 6回関東学連総会議事録 

2013年 2月 20日 13:00〜 

場所：東大駒場キャンパス 

文責：記録部長 武居礼夏 

 

出席校：相模女子、駿河台、津田、茨城、東京農工、日本女子、実践女子、東京、東京工

業、十文字、一橋、千葉、早稲田、お茶の水女子、慶応義塾、横浜国立、筑波（計 17 校） 

委任状：横浜市立 

欠席：電気通信、立教 

 

議長：太田晶久(一橋大学) 
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3. ミドルセレ会計報告 

 例年 10 万円実行委員会へ預けていたが、先のロングセレにてお金が余ったので、総

会での議論の結果ミドルセレへ回すことになっていた。 

 出資額     参加者(225人)×¥1,000 ¥225,000 

 実際の支出 ¥205,000             

 黒字    ¥20,000 

 

 

4. 関東学連会計報告 

 今回加盟費は 1人 1,000円で徴収。 

 規約より決算承認は次回総会にて行う。 

 

  



5. ペア O日程、テレイン、運責・競責決定 

 日程：5月 26日  承認：賛成 18/18校 

 テレイン候補(投票数 第 1候補/第 2候補)： 

   赤根    3 / 3 

   七国峠   12 

   滝山城址  2 / 14 

  → 第 1候補：七国峠 第 2候補：滝山城址 に決定。 

 運営責任者：藤村陸(早稲田) 

 競技責任者：佐藤大樹(東京工業) 

 

 

6. ロングセレの日程決定、テレインの決定方法の決定 

 ロングセレ実行委員長：堀田遼(東京 OB1年) 

 プランナー：田村晃太郎(東京 OB1年)  

 日程候補(投票数/備考)： 

   6/2   0  東大大会準備 一橋学祭 

   6/9   0  東大大会 

   6/16   5  東大大会反省・打ち上げ 

   6/23   11 横市 TOEIC  JWOCトレーニングキャンプ(チェコ)? 

   6/30   0   さくらんぼ大会 JWOC 

   7/7   1   WOC? 

   その他     OCは 6月上旬希望。 

  → 6月 23日に決定。 

 テレイン決定方法： 

  ここ数年は、実行委員会がいくつか候補を決めて総会で決をとっている。 

  → 全会一致で、実行委員会が候補を出し総会にて決をとる方式に。 

 

 

7. 新歓カレンダー、ビラについて 

 新歓カレンダー：関東学連 HP「当連盟について」のタブにあるカレンダー。各大学

の新歓の日程とテレインを書き込むことで、新歓の場所と日程が大学間でかぶるのを防

止、かぶっても事前に知ることで混乱を防ぐもの。また対抗戦カレンダーとしても使用。 

 → 継続して使用。 

 ビラ：以前あった各大学の新歓用のビラを関東学連で集めてフィードバックして参考

にしようって試み。日本学連がやるという話だったので結局やらずに終わった。 

 → やらない。 

  



8. 関東インカレについて 

 関東インカレ：例年ロングセレが個人戦、山リハが団体戦ということになっている。 

 ロングセレを関東インカレにするか否か、ロングセレ実行委員会に運営が出来るか否

か訊いた上で、次回以降の総会にて決定する。 

 ※ロングセレを関東インカレにすると、セレクション免除者も出走しないとあまり意

味がないが、規約によりセレクション免除者は原則運営することとなっている。近年は、

免除者が運営をしなくても運営がなんとかなっているので、ロングセレを関東インカレ

個人戦にして免除者も出走している。 

 

 

9. 推薦規約について 

 各加盟校は次回総会までに今回の総会の内容を持ち帰り、自分の大学で意見をまとめ

てくること。 

 内容については別紙資料に記載。 

 

 

10. 次回総会日程、議長決定 

 日程：4月 3日（東京大学駒場キャンパス） 

 次回総会の議題(案)  

  1.自己紹介 

  2.幹事の承認 

  3.ロングセレテレイン決定 

  4.ペア Oパート割決定 

  5.2012年度決算承認、予算・加盟費の承認 

  6.新歓カレンダー、ビラについて 

  7.次回総会日程決定 

 議長：飯室匠(早稲田) 

 


